
平成23年度　大阪医科大学医学部　医学概論シラバス

佐野浩一（微生物学）
河野公一（衛生学・公衆衛生学)
田辺功（医療ジャーナリスト）
中村桂子（JT生命誌研究館）
山岸敦（微生物学・JT生命誌研究館）
中野隆史(微生物学）

【一般目標】 　医学は自然科学と人文・社会科学の間に位置し、医療や介護・福祉等にエビデンスや知識、
新しい手法を提供し、対象者にいかに適用するかを教育研究するもので、それ自体が単独で
存在することはなく、諸学を基礎において（幅広い教養を身につけて）はじめて成り立つもので
あると考えることができる。本講では、日本国の医師法等を参考に自らの位置付けと医学の
位置付けを明らかにした上で、生命誌をとおして医療人としてもつべき死生観の基礎を養う。
また、医学の生命科学としての一面を含め、大学において学ぶ様々な学問（もののとらえ方や
考え方）と社会から望まれる医療の在り方を考えることによって、よき医療人になるための教
育を受ける動機を確かなものにすることを目標とする。

  1 興味の有無にかかわらず、様々な話を聞き取り、まとめることができる。
  2 生命誌が提示する考え方を概説できる。
  3 法律等による医療従事者の定義とそれを支える学問の位置付けを概説できる。
  4 医療従事者を規定する法律等に記されている「品位」について考えを述べることができる。
  5 健康について多面的に概説できる。
  6 医学と医療の関係について概説できる。
  7 医学と諸学の関係について概説できる。
  8 医学の自然科学的側面について概説できる。
  9 医学の人文・社会学的側面について概説できる。
10 提示された事例等が含む問題点を指摘できる。
11 提示された事例等が含む問題点について多面的に解決法を列挙できる。
12 講義内容や資料について、さらに深く調べ考察できる。
13 生涯教育に結びつく講演会などに自主的に参加できる。

【方略】 担当教員による本学での講義形式および生命誌研究館での特別講義によって行う。

出席、受講態度、レポート＊、結果を総合的に評価する（筆頭試験を行うことがある）
＊第2回目の講義までに、「自分が医療に関する学問に興味を持った理由」について、レポー
ト(400～800字）にまとめて提出すること。（締切：平成23年10月17日）
える。生命誌研究館の受付で、所属大学と氏名を告げ、「大阪医科大学の医学概論受講者で
すので、レポート用紙を頂きたい。」旨を伝えてレポート用紙を受け取ること。（締切：平成24年
1月16日）
＊以下の予習項目に関するレポートは評価に加える。
新聞あるいは一般雑誌に掲載された『医学』あるいは『医療』に関連した記事の切抜き（コピー
は不可）をA4紙に貼り付け、記事の要約（200字以内）、その内容に含まれる問題点（100字以
内）、その問題点の解析（300字以内）と解決法（300字以内）をレポート用紙にまとめて提出す
ること（締切：平成23年12月19日）

【単位】 後期　2単位

【教科書】 『「生きている」を見つめる医療　ゲノムでよみとく生命誌講座』 講談社 現代新書　著者：中村
桂子・山岸敦

【参考書】 指定しない

【対象】 　本講は、大阪医科大学医学部医学科の必修科目・看護学部看護学科の選択科目・三大学
医工薬連環科学の選択科目とする。
　11月21日（月）は休講とし、12月24日（土）から平成24年 1月14日（土）の開館日に各自生命
誌研究館を訪問し、上記のレポートを完成させて提出する。
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